
数暗攻 ～数列②～ 数学Ｂ 

13 部分分数に分解せよ。 
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14 次の和を求めよ。 
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15 次の数列の初項から第 n 項までの和 S を 

求めよ。 

 (1)  1， 21 ， 2221  ， 32 2221  ，… 

  解） 

一般項 na ①(1+   +     +…+     ) 

         =(  ②  )    

    和 



n

k

kaS
1





n

k

k

1

)12(  

  (  ③  ) nn   22 1  

 (2) 1， 21 ， 321  ， 4321  ，… 

  解） 

一般項 na ④(1+   +    +…+     )  

         = (  ⑤  ) 

   和 



n

k

kaS
1








n

k

n

k

kk
kk

1

2

1

)(
2

1

2

)1(
 

 
6

)2)(1(
)()(

2

1 


nnn
　⑦　　　⑥　　  

 

16 2≧n とする。次の数列の和 S を求めよ。 

  132 224232211  nnS   

 解） 

  132 224232211  nnS   
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17 次のような群数列がある。 

  2 ,4 , 6 ,8 ,10, 12 ,14 ,16,18, 20 ，…… 

第 1 群 第 2 群 第 3 群   第 4 群 

 (1) 第 n 群の最初の数を求めよ。 

解）第 n 群には(  ①  )個の数が入っている 

ので，第 n 群の最初の数は，はじめから 

数えると， 

  第 )321( 　②　　  +1 (番目)である。 
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 (2) 第 n 群の和を求めよ。 

  解）第 n 群は，初項 22  nn ，公差 2， 

項数 n の等差数列の和より， 
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18 次のように定義される数列 na の一般項 

を求めよ。 

 (1) 11 a ， 41  nn aa  

 (2) 31 a ， nn aa 21   
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19 n を自然数とする。 15 n は，4 の倍数で 

あることを数学的帰納法で証明せよ。 

 証明）与えられた命題を○A とする。 

  (ⅰ) 1n のとき， 4151  より， 

1n のとき，○A は成り立つ。 

  (ⅱ) )1( ≧kkn  のとき， 

○A が成り立つと(  ①  ) 。 

つまり，m を整数として 

15k ( ② )とかけると仮定する。 

このとき， n ( ③ )のときを考え 

ると， 15515 1  kk  

5 ( ④ ) 1  

)15(4420  mm  

15 m は整数より， 15 1 k は 4 の倍 

数となり， 1 kn のとき○A は成り立つ。 

   (ⅰ) ，(ⅱ)よりすべての自然数 n で， 

○A は成り立つ。 

<point> 

102 は第何群の何番目か？ 

⇒予想する！ 10 群の最初は 92210102   

      11 群の最初は 112211112   
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16 (等差・等比)の和 
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 102 は第 10 群の 6 番目 
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<point>  『 nn aa 1 』は 

階差数列 nb のこと！ 

43   より 
2  

部分分数の和 

有理化 

初項 1，公比 2，項数 n 

の等比数列の和 

 

等比数列の和 

公比 

4(1)②を 

参照！ 

等差数列 

の和の公式 

②より mk 415   

145  mk  

<point> (等差・等比)

の数列の和は， 

公比をかけて，ずらして，

辺々引く！ 
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